












What is a realistic aim of learning pronunciation of English as a lingua franca? This paper discusses
 
what should be taught explicitly in class to non-native speakers of English so that they can speak in a way
 
which is minimally intelligible to their listeners. Teachers are encouraged to attempt at a systematic instruc-




















果で、日本語の「ア」の領域で 対 対 という
三つ巴の区別が必要となる。さらに、前舌高母音
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が GAほど広くない前舌中母音が で表記され
る。ここで特筆されるのは、2014年に出版された



























ることを目的とする。第 2節で Gimson’s Pronuncia-














2008年に出版された第 7版には “Teaching and
 


































（minimal intelligibility in the use of English in
 
international lingua franca situations）」という目標
を設定している。具体的には、以下の通り第一言語
からの影響が許容される。
(5) a. 短母音 5個と長母音 5個から成る母音
体系で、 対 の区別はしなくてよ
い





















（2a）の単母音体系は 対 ， 対 ， 対
， 対 の区別が困難である。このうち 対
および 対 の対立は、（5a）に示した GPE









































る。??（6b）の長母音 は GBの二重母音 に相
























ではないため、（6b）の は として、 は
として学習させた方がよいだろう。GPEの提
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